
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

参考２－４ 



水道ビジョンの主要施策と今後の課題

水道事業の運営基盤
の強化

・人口減少社会、少子高齢社会
・節水機器の普及等の給水量減少
・地方財政の逼迫
・頻発する地震等の災害
・水道施設の大量改築・更新
・水道技術者の不足

・平成16年6月
水道ビジョン策定

↓
・平成19年度

水道法の公布から50年
水道ビジョンフォローアップ

・水道ビジョンの長期的施策目標
である「安心」、「安定」、「持続」、
「環境」、「国際」の観点から論点
整理

長期的な施策目標・・・安心、安定、持続、環境、国際

安心・快適な給水の
確保

災害対策等の充実
環境・エネルギー対策
の強化

国際協力等を通じた
水道分野の国際貢献

・運営基盤を確保するた
めの事業規模等の検討

・事後監督型の行政シス
テムへの移行について
の検討

・アセットマネジメントや
更新積立金等の資金
確保方策の検討

・改築・更新のために必
要な負担について需要
者の理解を得るための
情報提供のあり方につ
いての検討

・水道施設管理手法の
検討

・水道水源流域等の関
係者の連携強化

・指定給水工事事業者
制度の検討

・鉛製給水管の布設替
え促進検討

・水質情報提供の促進
検討

・石綿セメント管の早期
全廃についての検討

・既存施設に現行の耐
震性能基準を適用しな
い経過措置の運用見
直し

・耐震化計画の策定、実
施に向けた指導強化

・地域の特性に応じた渇
水対策の充実

・浄水発生土等の有効
利用率向上に向けた
推進方策の検討

・水道施設の最適配置
や省エネ機器の使用
についての検討

・水の有効利用による社
会全体のエネルギー使
用量削減についての検
討

・老朽管路の積極的な
更新等による有効率の
向上

・水道分野の国際協力
を支える国内体制の整
備

・途上国の水道施設の
維持管理を長期的なス
パンで実施するための
具体策の検討

・アジア・ゲートウェイ構
想に基づく取り組み

・国内水道界の国際競
争力の強化と業務指
標の国際的展開

横断的な課題への対応

・水道法規制対象外施設の衛生対策、水道施設の適切な管理の確保及び管理責任の明確化、水道水質検査の合理化についての
検討、水道分野における事業運営の客観的な評価制度の確立についての検討、水道技術継承や人材有効活用の促進 等

【別紙（資料－４）】


